
 

CAN－DO リスト （英語科） 

 

CAN－DO リストとは、各学年（卒業時）での学習到達目標です。 

本校では、『Listening・ Speaking,・Reading・Writing』の４技能を、バランスよく育成していきます。   

 

  到    達    目    標 

 第１学年 第２学年                第３学年 
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 CAN－DO CAN－DO CAN－DO 

英 検 英検準２～２級 英検２～準１級 英検準１～１級 

GTEC Ｇ４～Ｇ５ Ｇ５～Ｇ７ Ｇ６～Ｇ７ 

CEFR Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 
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前

期 

 

・授業中、日本人教師の簡単な指示・説明・質問であれば自

然な速さで話されても大体理解できる。 

・クラスメートの日本文化に関するプレゼンテーションを聞

いて、その内容を十分に理解できる。 

・英検準２級の日常的な英語の内容を２回聞けばほぼ正確に

理解できる。 

・教科書のListening Sectionの英文を正確に聞き取ることが

できる。 

・ニュースの内容について２回聞けば、部分的なDictationを

することができる。 

・ニュースに関する友人やALTの意見を聞いて、理解するこ

とができる。 

・比較的簡単なCNN News、NHK World News、大学入試レ

ベルの比較的長い英文を聞いて、どのような内容か大筋を理解

することができる。 

・英検準１級のPart １とPart ３を１回聞いて、ほぼ正確に

理解することができる。 

 

後

期 

・授業中、ＡＬＴや日本人教師の英語での指示は、ネイティ

ブスピーカーが普通に話すスピードでもほぼ理解できる。 

・ＴＯＥＩＣ Part 1 に見られるような日常的な内容の写真

や絵の描写ならば１回聞いただけで正確に内容を理解でき

る。 

・まとまりのある時事的な英文を聞き、最後まで理解すること

ができる。 

・ニュースに関する友人やALTの意見を聞いて、理解するこ

とができる。 

・英検準１級のPart ２レベルの速さと長さのある社会性の高

い内容を聞いて、詳細な部分までほぼ理解することができる。 

・講義やプレゼンテーションを聞いて、論点を把握しながら大

筋を理解することができる。 
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前

期 

・英文を読んだ後に、その内容に関する質問に英語で答え、

さらに背景的事実も理解して英語で答えることができる。 

・英語の発音、イントネーション、アクセントに気を付けて、

I have a dream の抜粋版を２分程度暗唱することができる。 

・グループで、日本文化や習慣について、聞き手に聞き取り

やすいように口頭発表することができる。 

・ディベートの試合において相手の意見を確認するために、英

語で質問することができる。 

・十分に準備すれば、相手に意見に対する自分の意見を適切に

述べることができる。 

・ニュースの内容について、自分の意見を述べることができ

る。 

・英検準１級面接試験NO.１~４レベルのトピックについて、

自分の意見や経験を基に意見を述べることができる。 

・教科書を読んだ後、その内容について論点や根拠を明確にし

ながら自分の意見を述べたり、意見交換を図ることができる。 

 

後

期 

・英文を読んだ後に、その命題となる質問に答え、さらに詳

細な内容の展開も理解して英語で答えることができる。 

・「都会暮らしか田舎暮らしか」などの簡単な話題に関して、

賛成・反対の立場を明らかにし、十分な理由をその場で考え

て論理的に述べることができる。 

・スキットプレゼンテーションにおいて、グループで作成し

たスキットを練習した上で、原稿を見ずに自然に会話を行う

ことができる。 

・英検２級の面接試験のイラストについて、英語で説明する

ことができる。 

・ディベートにおいて相手の論点を理解して、口頭でまとめる

ことができる。 

・ディベートにおいて発表内容に関して質問したり、補足説明

をしたりすることができる。 

・ニュースの内容について、自分の意見を述べることができ

る。 

・英検準１級の面接試験のイラストについて、英語で説明する

ことができる。 

・TEAP Speaking Part ４レベルの複数の社会的なトピック

に関して、意見を支える理由が客観的であることを確認しなが

ら、連続して意見を述べることができる。 

・幅広い慣用表現や語彙を用いながら、自分の考えを流暢かつ

正確に伝えることができる。 
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前

期 

 

・教科書の英文を読む際に、本文の流れを踏まえて命題とな

る重要な内容やその前提となる背景的事実を理解することが

できる。 

・教科書の英文の正しい強勢、イントネーションを理解し、

意味の区切りに気をつけて音読することができる。 

・教科書の内容に関連したリーディング補助教材のパラグラ

フの内容を理解することができ、全体の流れもある程度理解

することができる。 

・多読用教材の物語を読んで、辞書を使わずに話の流れを推

測しながら大体理解できる。 

・教科書の本文を読み(130 wpm)、本文の流れを理解し、命題

となる重要な内容や、背景的事実を理解し、英語で答えること

ができる。 

・教科書の本文を読み、複数の段落間のつながりや、文章全体

の構成を理解できる。 

・教科書本文に関連した英文を読み、教科書本文の内容と比較

対照しながら、内容を理解することができる。 

・副教材の英文の内容を、自学で読み取り、設問に答えること

ができる。 

・ディベートの準備において、英語の参考文献を辞書を使えば

理解することができる。 

・教科書の本文を読み(150 wpm)、本文の流れを理解し、命題

となる重要な内容や、背景的事実を理解し、英語で答えること

ができる。 

・馴染みのない話題に関する英文であっても、各段落の要点を

把握しながら要点を見失わずに、内容を理解することができ

る。 

・TEAP Reading Part ２Aのグラフが表す内容を素早く読み

取り、グラフ内容と一致する英文を迅速かつ正確に選ぶことが

できる。 

 

後

期 

・教科書の英文を読む際に、本文の流れを踏まえて命題とな

る重要な内容や、詳細な内容の展開も理解することができる。 

・教科書の英文の正しい強勢、イントネーションを理解し、

意味の区切りに気をつけて音読やシャドーイングすることが

できる。 

・英検準２級レベルの英文を速読でほぼ正確に読むことがで

き、精読すれば詳細まで理解することができる。 

 

・教科書の本文を読み(140 wpm)、本文の流れを理解し、命題

となる重要な内容や、背景的事実を理解し、英語で答えること

ができる。 

・教科書本文を読んで、内容に関する発展した質問に、英語で

答えることができる。 

・ディベートの準備において、英語の参考文献を辞書を使えば

理解することができる。 

・環境問題、社会問題などの一般関心の高い現代問題に関する

英文を、様々な視点による相違点や共通点を見出しながら読む

ことができる。 

・英文中に提供されている情報の理解に留まることなく、その

英文内容からどのようなことが言えるかを考えながら読むこ

とができる。 
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前

期 

 

・１日の出来事を３文で書くことができる。 

・教科書の英文の内容に関して賛成・反対の意見を明らかに

した上で十分な理由を書くことができる。 

・グループで、日本文化や習慣について、序論・本論・結論

からなる３００語程度のプレゼンテーション用の原稿を書く

ことができる。 

・時間を掛ければ 400 語程度の立論スピーチを書くことがで

きる。 

・ニュースを聞いて英語で要約を書くことができる。 

・TEAP Writing Task Aの課題文を短時間で読み、各パラグ

ラフのトピックセンテンス、論理構成、筆者の主張を正確にと

らえ、７０語程度の要約文を正確な英語で２０分で書くことが

できる。 

 

 

後

期 

・教科書の英文を読んで、本文の内容を参考にしながら、そ

の内容の要約を書くことができる。 

・教科書の内容に関して賛成・反対の意見を書き、さらに他

者の意見を聞いた後に反論を考えて書くことができる。 

・グループ毎に既習の表現を用いてクリスマスを題材にした

１０分程度のスキットプレゼンテーション用の原稿を書くこ

とができる。 

・20分で150 words程度の首尾一貫した英文を書くことがで

きる。 

・ニュースを聞いて英語で要約を書くことができる。 

・様々な時事問題に関して、説得力のあるエッセイを書くこと

ができる。 

・英検１級レベルの社会問題に関するトピックについて、他者

と考えを交換することにより核となる考えを得ることができ

れば、３つの理由を提示しながら２００語程度のエッセイを２

５分で書くことができる。 

・TEAP Writing Task Bの2つの図表と２つの英文の内容を

正確に読み取り、要約文と意見文から構成される２００語程度

のエッセイを、流れに注意しながら５０分で書くことができ

る。 

 

 


